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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間（平成27年１月１日～平成27年３月31日）におけるわが国経済は、原油価格下落の影

響や各種政策の効果もあって総じて緩やかな回復基調を持続するものの、産業間、規模間及び生産・販売構造の差

異により濃淡がみられました。

 このような環境の中、当社グループの［ガラス基板事業］は、中小型液晶市場における競争の激化やパネル価格

の下落等により、売上が低調に推移しました。一方、［精密研磨布事業］は、顧客企業の受注堅調や新規顧客の開

拓等が奏功し、受注が堅調に推移しました。

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、1,692百万円（前年同四半期比2.1％減）に、営業利益は

11百万円（前年同四半期は58百万円の営業損失）に、経常損失は８百万円（前年同四半期は経常損失94百万円）

に、四半期純損失は29百万円（前年同四半期は四半期純損失107百万円）と遺憾ながら赤字に陥りました。

［ガラス基板事業］ 

 ガラス基板事業においては、生産基盤の海外シフトや中小型液晶市場における競争の激化、パネル価格の下落等

により、売上高は898百万円（前年同四半期比12.1％減）に、セグメント損失は73百万円（前年同四半期セグメン

ト損失は87百万円）となりました。 

［精密研磨布事業］ 

 精密研磨布事業は、受注の回復により、売上高は749百万円（前年同四半期比13.1％増）に、セグメント利益は

132百万円（前年同四半期比76.5％増）となりました。 

［その他事業］ 

 その他事業は、産業用機械製造販売等でありますが、売上高は115百万円（前年同四半期比70.1％増）に、セグ

メント損失は39百万円（前年同四半期セグメント損失は51百万円）となりました。 

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べて453百万円減少し、10,458百万円となりま

した。

 流動資産は、現金及び預金、受取手形及び売掛金の減少などにより325百万円減の3,245百万円に、固定資産は、

減価償却費の計上などにより128百万円減の7,212百万円となりました。

（負債の部）

 負債は、未払金の減少、借入金の返済などにより409百万円減少し、7,217百万円となりました。

（純資産の部）

 純資産は、四半期純損失の計上に伴い利益剰余金の欠損が拡大したため、43百万円減少し、3,241百万円となり

ました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 市場環境の不透明感はありますが、当社グループでは得意先のニーズを的確に捉え、新たな付加価値のための技

術構築に注力するとともにモノづくり力を一層強化し、今後の収益の確保に努めてまいります。 

 平成27年12月期の通期業績予想については、平成27年２月13日の「平成26年12月期決算短信」公表時の予想数値

に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属

方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似

した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引

率に変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半期

連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が36,840千円増加し、利益剰余金が36,840千円

減少しております。なお、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、過年度より抜本的な経営体質の改善及び収益基盤の強化を継続実施しております。当第１四半期

連結累計期間においては、受注低迷に伴う稼働率低下等の影響が大きく、営業利益11百万円、経常損失８百万円を計

上するに至っておりますが、引き続き収益構造の改善及びキャッシュ・フローの安定化を図っております。その一方

で、取引金融機関に対する借入金の返済猶予の状況は継続しており、取引金融機関によって期限の利益の確保が短期

にとどまっている状況となっております。これにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在

しております。

 そこで、当社グループは当該状況を解消するための対応策として、ますます収益構造及びキャッシュ・フローを安

定化すべく経営体質のさらなる改善を推し進めるとともに、それらを反映した事業計画を策定し、これに基づく借入

金返済計画について取引金融機関からの同意を得られるよう協議しております。その結果、全ての金融機関から返済

計画に対する一定の同意が得られております。

 以上を踏まえ、収益構造及びキャッシュ・フローの安定化を推進していることと取引金融機関からの一定の同意が

得られていること等を総合的に勘案した結果、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断してお

ります。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,134,086 874,385 

受取手形及び売掛金 1,646,134 1,516,499 

商品及び製品 111,332 142,927 

仕掛品 242,854 236,456 

原材料及び貯蔵品 213,580 244,652 

繰延税金資産 168,278 166,922 

その他 54,833 64,151 

貸倒引当金 △476 △475 

流動資産合計 3,570,623 3,245,519 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,077,268 2,041,406 

機械装置及び運搬具（純額） 1,165,288 1,141,727 

土地 3,458,305 3,458,305 

その他（純額） 104,420 86,615 

有形固定資産合計 6,805,282 6,728,054 

無形固定資産 76,115 75,306 

投資その他の資産 459,559 409,415 

固定資産合計 7,340,957 7,212,776 

資産合計 10,911,581 10,458,296 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 568,807 556,580 

短期借入金 4,209,214 4,144,448 

1年内返済予定の長期借入金 298,464 222,786 

未払金 637,660 551,464 

未払法人税等 69,721 27,819 

賞与引当金 － 38,259 

営業外支払手形 23,744 16,831 

その他 77,301 88,400 

流動負債合計 5,884,914 5,646,589 

固定負債    

長期借入金 1,435,285 1,278,956 

繰延税金負債 93,352 71,463 

役員退職慰労引当金 103,632 104,290 

退職給付に係る負債 57,061 74,801 

その他 52,711 41,190 

固定負債合計 1,742,042 1,570,700 

負債合計 7,626,956 7,217,290 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年３月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,885,734 4,885,734 

資本剰余金 6,335,992 6,335,992 

利益剰余金 △8,109,982 △8,176,273 

自己株式 △411 △411 

株主資本合計 3,111,334 3,045,042 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 151,529 153,711 

退職給付に係る調整累計額 21,761 42,252 

その他の包括利益累計額合計 173,290 195,963 

純資産合計 3,284,624 3,241,005 

負債純資産合計 10,911,581 10,458,296 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高 1,728,926 1,692,595 

売上原価 1,497,565 1,410,129 

売上総利益 231,360 282,465 

販売費及び一般管理費 289,521 271,247 

営業利益又は営業損失（△） △58,160 11,218 

営業外収益    

受取利息 408 378 

投資事業組合運用益 1,044 7,688 

不動産賃貸料 2,231 4,673 

補助金収入 1,622 700 

保険解約返戻金 － 6,006 

その他 2,665 2,240 

営業外収益合計 7,971 21,687 

営業外費用    

支払利息 39,494 37,456 

その他 5,036 3,502 

営業外費用合計 44,531 40,959 

経常損失（△） △94,720 △8,053 

特別利益    

固定資産売却益 986 － 

特別利益合計 986 － 

特別損失    

固定資産除却損 249 1,787 

特別損失合計 249 1,787 

税金等調整前四半期純損失（△） △93,984 △9,841 

法人税、住民税及び事業税 13,752 20,146 

法人税等調整額 △19 △536 

法人税等合計 13,732 19,609 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △107,717 △29,450 

四半期純損失（△） △107,717 △29,450 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △107,717 △29,450 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,282 2,181 

退職給付に係る調整額 － 20,490 

その他の包括利益合計 3,282 22,672 

四半期包括利益 △104,434 △6,778 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △104,434 △6,778 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成26年１月１日 至平成26年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  ガラス基板 精密研磨布 計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,022,868 643,490 1,666,359 62,567 1,728,926 － 1,728,926 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 19,119 19,119 5,513 24,632 △24,632 － 

計 1,022,868 662,610 1,685,478 68,080 1,753,559 △24,632 1,728,926 

セグメント利益又は損

失（△） 
△87,637 75,180 △12,456 △51,532 △63,989 5,828 △58,160 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額5,828千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成27年１月１日 至平成27年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  ガラス基板 精密研磨布 計 

売上高              

外部顧客への売上高 898,809 729,106 1,627,915 64,679 1,692,595 － 1,692,595 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 20,184 20,184 51,095 71,280 △71,280 － 

計 898,809 749,291 1,648,100 115,775 1,763,875 △71,280 1,692,595 

セグメント利益又は損

失（△） 
△73,444 132,729 59,284 △39,271 20,012 △8,794 11,218 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△8,794千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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